
　10月14日～16日に開催を予定する
「ジャパンジュエリーフェア2020」
（JJF）を主催するインフォーママー
ケッツジャパン㈱（旧UBMジャパン）
は、新型コロナウイルス感染拡大の影
響が続く中、出展社がオンラインを通
じて海外バイヤーとのビジネスを継続
して行えるよう、最適なプラットフォー
ム作りを早急に進めている。これは同
社が保有するデータベースを駆使し、
出展社のビジネスに貢献できる場所を
早急に提案できるよう取り組んでいる

とのことで、最新
プロジェクトのス
タートに期待が
高まっている。
　また、現在上

記のプロジェクトに先駆けて遂行中の
2つの企画にも注目したい。
　1つ目は、出展社の新作ジュエリー
や一押しの商品を同社が保有するア
カウントに向けSNS上で常時PRを
行っている。出展社のみの特別企画だ
が、JJFへの過去来場者や数多くの中
国・香港のバイヤーへのアプローチが
可能となる。
　2つ目は、業界内の話題を先取りし
た「JJF VOICE」の発信。これはJJF 
WEB内で企業の情報を電子版記事と
して配信する有料サービス。希望があ
れば日本語以外に、英語、中国語への
翻訳をして、世界最大のジュエリー
ショーである香港オフィスが保有する
WeChatアカウントに向けた記事配信
も行うとのこと。
　詳細はJJF運営事務局（インフォー
ママーケッツジャパン㈱）まで。

　一般社団法人日
本時計輸入協会（堀
田峰明理事長）は、
経済産業省が実施し
ている新型コロナウ
イルス感染拡大の影
響を伴う業種に対す
るセーフティネット保
証5号への申請を
行ったところ、中小企
業庁での審査の結
果、「5492 計量器・
理化学機械器具・光
学機械器具等卸売
業」、「6082 時計・眼
鏡・光学機械小売
業」、「9092 時計修

理業」の3業種の申請が認められたこ
とを4月14日付で、同会員・賛助会員に
向け伝えた。
　これにより、時計卸売業、時計小売
業、時計修理業の企業が「危機関連保
証（上限2.8億円）」に追加でセーフ
ティネット保証5号枠として2.8億円の
無担保無利子での融資を受けられる
制度が活用できる。詳細は、右上URL

から経済産業省のパンフレット（8～
10ページ）を参照するか、中小企業金
融・給付金相談窓口（ 0 5 7 0 ー
783183）への問い合わせを。

経済産業省HP特設ページ掲載の
「新型コロナウイルス感染症で影響を
受ける事業者の皆さまへ」
https://www.meti.go.jp/covid-
19/pdf/pamphlet.pdf

　また、緊急事態宣言を受けて、7都
府県の百貨店を中心に全面休業して
いる影響や自身の判断で営業自粛をし
ている関係で売上が激減している期間
の従業員への休業補償についても、雇
用調整助成金制度があり、解雇等を
行わない場合は、助成率の上乗せ（中
小企業9/10、大企業3/4）の措置が、4
月1日～6月30日の間の休業に適用さ
れている（ただし受給の要件はある）。
詳しくは、上記URLのパンフレット（43
ページ）を参照するか、最寄りの都道
府県労働局またはハローワーク、また
コールセンター（0120-60-3999）に問
い合わせをと、案内している。

　時代の変化とともに、女性
のジュエリーに対する購買
動機の変化を捉え昨年11月
に立ち上げられた「ルビー

フェザープロジェクト」に
賛同した販売店は、愛知
県の百貨店を皮切りに、
他の都道府県の百貨店
及び小売店などに増え
続け、今年2月までの4カ
月間で販売数を53点に
まで伸ばし、販売額とし
ても2014万円に達した。
　同プロジェクトは、赤
い羽根共同募金と継続

的に取り組む社会貢献プロジェクトと
して、名古屋の貴金属・宝石商の㈱浅
井商店（名古屋市昭和区、浅井文昭社
長）が企画。地域に支えられている宝

石店が「社会の
役に立ちたい」
でも「恥ずかし
い、目立ちたくな
い」という顧客
ニーズに応える

　 3月に予定していた
HKTDC主催による香港
ジュエリーショー「Hong-
Kong Internat iona l  
Diamond、Gem&Pearl
Show」と「HongKong
International Jewelle-
ry Show」は、新型コロナ

ウイルスの感染拡大に伴い、一度5月に
延期されたが、3月19日～6月18日ま
での3カ月間、中国を除くすべての地域
からの香港への渡航者は、香港にて14
日間隔離されることなどから、更に8月
3日～6日の開催に延期が決定した。会
場は空港近くのAsiaWorld-Expoと
なっている。

　5月に予定していた「第24回
神戸国際宝飾展IJK」（主催：
リードエクシビションジャパン
㈱）は、
新 型コ
ロナウイ
ルスに関
する様々

な事情が勘案され、関係者と協議を重
ねた結果として、8月9日（日）～11日（火）
に延期することを4月8日付で発表した。

　オリジナルジュエリーをデザイン・製
造する㈱ユーツーアソシエーツ（東京
都港区、山嵜裕見子社長）が販売す
る、女性・男性を問わないシンプルなデ
ザインのジュエリーの、今期（2019年4
月～2020年3月）の販売本数が累計
380本を記録した。
　これまでのジュエリー業界は、女性
向け、男性向けという区別が色濃く残
る業界であったが、同社が開発に成功
した「赤銅ジュエリー」（SHACUDO）
はこのような区別にとらわれないミニマ
ムなデザインを特徴としている。

　また、その素材に「赤銅」という日本
の伝統金属を積極的に取り入れてい
る点で、“時を重ねるほど自分だけの
色に変化する”という自然観を併せ持
ち、「もっと自分らしいジュエリーが欲
しい」という層に、「等身大の」ジュエ
リーを提供することにつながっている。
　同社はこれからもジェンダーの枠
を乗り越えるジュエリーの存在と良さ
を、ひとりでも多くの人に伝えていき、
そして、それを世界にまで拡げていき

たいとしている。
　▼ユーツーアソシエーツは、ジュエ
リーデザイナーの山崎裕見子氏が、製
薬会社勤務から転身し、ヒコみづの
ジュエリーカレッジ第1期生を経て、
1989年に設立。「目新しさか、価値か」
という両極が目立つジュエリー業界に
一石を投じたいと2002年に伝統素材
「赤銅」を使用したシンプルなジュエ
リーの開発に成功。以来、“ともに過ご
す時間を重ねるほど愛着を育むことの
できる”ジュエリーのバリエーションを
増やし続けている。
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10月JJFの開催準備中に
海外バイヤーとの繋がりを構築中！
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業界に一石を投じたいと開発した
ジェンダーに挑み続ける赤銅ジュエリー
年間380本を販売

ための取り組みとして、“じぶんの町を
良くするしくみ”である赤い羽根共同募
金の活動へ協力するプロジェクトと
なっている。
　今回の販売額2014万円の10％に
あたる201万4000円が寄付（愛知県
分は100万7000円、残りは他の都道
府県と台風19号義援金へ）された。そ
れに伴い4月15日には、愛知県共同募
金から浅井商店ルビーフェザープロ
ジェクト事業部のアンバサダー3名に
対し感謝状が贈られ、その贈呈式が愛
知県社会福祉会館で執り行われた。　
　贈呈式には、一般報道陣やTVの報道
陣などが集まり、一般紙やTVニュースな
どで、“新型コロナウイルスで大打撃を受
けている小売業がある中、頑張っている
取り組み”などとして取り上げられた。
　同事業部の小林勉氏は「このような多
数の販売実績と寄付額が達成できまし

たのも、このプロジェクトに共感されたお
客様あっての結果です。女性のジュエ
リーに対する購買動機は、新型コロナウ
イルスの大打撃もあり、さらに変化すると
思われます」と話した。さらに、同プロジェ
クトの継続の一環として「営業再開バッ
クアップキャンペーン」を打ち上げた。先
着10店舗に限り、プロジェクト商品の受
注サンプル1点（1店舗）を1カ月間だけ
委託するという。詳細は同プロジェクト事
業部（担当：小林）まで。052-851-6386

㈱ 萩原
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大変ですが、今を乗り切りましょう！！
　全国的に自粛要請が広がる中、リモートワークなどが話題となり、オンラインによるサービスや販売方法にも注目
が集まっている。新型コロナウイルスの影響は計り知れないが、収束後の需要を掴むこと、これまでとは違った商品や
販売方法が必要になることは間違いなく、誰もが悩みながら考えを膨らませていることでしょう。
　今は一つでも多くのアイデアを絞り出し、今できる対応で未来へ。

    2020年（令和2年）4月1５日　  （1）第2405号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）


